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地域の再生と国のかたち
─東日本大震災の教訓を活かす─

日本学術会議公開シンポジウム

2014年1月12日（日）13時～17時
日本学術会議講堂（東京メトロ千代田線 乃木坂駅 5出口下車すぐ）
主催：日本学術会議地域研究委員会人文・経済地理と地域教育分科会

	 開催趣旨
　3.11東日本大震災と原子力災害からすで
に3年を経ようとするものの、また復興ビジ
ョンや復興計画は立てられたものの、被災
住民の帰還や被災地域の復旧・復興への足
取りは重い。
　日本学術会議は東日本大震災復興支援委
員会を立ち上げ、2011年には7次にわたる
緊急提言や「復興の目標と７つの原則」
（第１次・第２次）や「未来のエネルギー
選択」に関する提言を行い、2012～13年に
は東日本復興支援委員会を設置し、地震・
津波・原子力災害に関する問題対策や取組
み態勢に関わる提言を行ってきた。
　今、学術の側に求められるのは、これま
での復旧・復興への取り組みを総点検する
とともに、今後の被災地域の復旧・復興へ
の取り組みが未来の国のかたちのあり方と
どのように結びつくのかという新しいグラ
ンド・デザインを提示することであろう。
　このシンポジウムでは、文理融合・連携
という視点から地域という場を通じて自然
と人間社会のあり方に関わる調査研究を進
めてきている地理学から、新しい「地域の
再生と国のかたち」をいかに描いていくべ
きかについて提示し、新しいグランド・デ
ザインの議論を専門家と非専門家の壁を超
えて深めていきたい。
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